
秋
の
学
校
林
活
動

月

日
（
木
）
、
標
茶
町
立
中
茶
安

い
よ
う
、
根
元
を
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
で
被
覆

10

25

別
小
中
学
校
の
学
校
林
「
る
ん
る
ん
フ
ォ

し
て
い
ま
し
た
。

レ
ス
ト
」
で
、
「
秋
の
学
校
林
活
動
」
が

そ
の
後
、
植
栽
箇
所
へ
移
動
し
、
当
セ

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ン
タ
ー
職
員
か
ら
、
イ
ヌ
エ
ン
ジ
ュ
・
エ

今
回
は
、
来
春
の
学
校
林
の
植
樹
に
当

ゾ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
・
オ
ニ
グ
ル
ミ
を
含
め

た
り
「
子
ど
も
達
が
、
森
林
の
将
来
像
を

た
、

種
類
の
樹
木
に
つ
い
て
「
花
・
実

17

イ
メ
ー
ジ
し
な
が
ら
、
植
栽
す
る
樹
種
を

・
紅
葉
が
美
し
い
」
や
「
香
り
が
良
い
」

検
討
し
た
い
の
で
、
春
の
学
習
内
容
を
深

等
の
特
徴
ま
た
、
「
人
工
林
で
必
要
な
作

め
る
内
容
で
お
願
い
し
ま
す
。
」
と
、
担

業
」
、「
木
と
植
え
る
場
所
の
相
性
」
や
「
森

当
の
先
生
か
ら
お
話
し
が
あ
り
、
樹
木
の

の
い
き
も
の
」
等
も
解
説
し
ま
し
た
。

特
徴
や
適
応
性
等
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
学

最
後
に
各
班
の
代
表
か
ら
、
「
春
の
花

校
林
活
動
を
支
援
し
ま
し
た
。

・
秋
の
実
等
、
四
季
を
楽
し
め
る
森
林
」

先
ず
始
め
に
冬
囲
い
が
行
わ
れ
、
子
ど

や
「
食
べ
物
や
薬
に
な
る
森
林
」
等
、
植

も
達
は
慣
れ
た
手
つ
き
で
「
実
の
な
る
木
」

栽
し
た
い
樹
種
の
発
表
が
あ
り
、
来
春
の

を
積
雪
か
ら
守
る
た
め
の
竹
囲
い
と
ネ
ズ

植
樹
に
向
け
て
、
児
童
・
生
徒
の
検
討
が

ミ
等
の
野
生
生
物
に
よ
る
食
害
に
遭
わ
な

続
き
ま
す
。

黄
金
色
の
カ
ラ
マ
ツ
林
を
眺
望

月

日
（
日
）
と

日
（
月
）

10

28

29

の

日
間
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
フ
ォ
レ

2
ス
ト
国
有
林
の
見
学
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

こ
の
催
し
は
、
根
釧
西
部
森
林

管
理
署
が
、
厚
岸
町
と
標
茶
町
に

広
が
る
パ
イ
ロ
ッ
ト
フ
ォ
レ
ス
ト

に
つ
い
て
、
造
成
当
時
、
造
林
作

業
で
使
用
し
て
い
た
機
械
や
そ
の

映
像
等
を
地
域
住
民
の
方
々
へ
紹

介
す
る
と
と
も
に
、
普
段
は
立
入

る
こ
と
が
で
き
な
い
望
楼
か
ら
、

▽解説を聞く子ども達の様子

▽新たに設置した看板の前で集合写真

▽検討の様子

▽黄金色に染まるパイロットフォレスト
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黄
葉
の
カ
ラ
マ
ツ
林
を
眺
望
し
て
い
た
だ

く
た
め
、
開
催
し
た
も
の
で
す
。

当
セ
ン
タ
ー
は

（
日
）
に
、
「
高
さ

28

に
位
置
す
る
望
楼
の
展
望
室
は
、
カ

24
m

ラ
マ
ツ
の
樹
高
よ
り
高
い
所
に
あ
る
た

め
、
こ
の
時
期
は
黄
葉
が

度
の
パ

3
6
0

ノ
ラ
マ
で
見
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
天
候
が

良
け
れ
ば
、
雄
阿
寒
岳
や
雌
阿
寒
岳
、
国

後
島
も
遠
望
で
き
ま
す
。
」
等
と
、
望
楼

で
の
解
説
を
担
当
し
ま
し
た
。

当
日
は
、

名
を
超
え
る
参
加
が
あ
り
、

第

回
「
雷
別
ド
ン
グ
リ
倶
楽
部
」

ま
た
、

20

4

地
域
住
民
の
方
々
に
黄
金
色
に
染
ま
っ
た

月

日
（
水
）
、
国
有
林
を
フ
ィ
ー

午

後

か

11

7

カ
ラ
マ
ツ
林
や
パ
イ
ロ
ッ
ト
フ
ォ
レ
ス
ト

ル
ド
と
し
て
自
然
再
生
（
森
林
再
生
）
に

ら

は

、

の
歴
史
を
堪
能
い
た
だ
き
ま
し
た
。

取
組
む
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
「
雷
別
ド
ン

標

茶

町

参
加
者
か
ら
は
、
「
秋
の
紅
葉
の
時
期

グ
リ
倶
楽
部
」
が
、
今
年
度

回
目
の
活

立

中

茶

4

の
他
、
春
の
若
葉
時
期
や
夏
の
深
緑
の
時

動
を
実
施
し
ま
し
た
。

安

別

小

期
も
開
催
し
て
ほ
し
い
。
」
等
の
感
想
が

当
初
は
、
森
林
整
備
作
業
地
の
見
学
を

中

学

校

あ
り
ま
し
た
。

予
定
し
て
い
ま
し
た
が
、
急
遽
、
内
容
を

の

「

る

変
更
し
て
「
雷
別
自
然
再
生
事
業

ん

る

ん

地
」
で
、
稚
樹
の
刈
出
し
等
を
行

フ

ォ

レ

い
ま
し
た
。

ス

ト

」

今
回
は
、
昨
年
の

月

日
と

（
学
校
林
）
を
見
学
し
、
当
セ
ン
タ
ー
職

7

12

日
の
猛
暑
の
中
、
植
栽
木
を
ノ

員
が
、
学
校
林
の
概
要
や
活
動
支
援
の
内

26ウ
サ
ギ
の
食
害
か
ら
保
護
す
る
た

容
を
説
明
し
ま
し
た
。

め
、
防
兎
柵
を
設
置
し
た
箇
所
で
、

会
員
の
皆
様
か
ら
は
、
「
も
っ
と
、
森

稚
樹
の
刈
出
し
を
行
っ
た
も
の

林
整
備
の
作
業
を
し
た
か
っ
た
。
」
や
「
学

で
、
会
員
の
皆
様
は
秋
も
深
る
寒

校
林
活
動
の
内
容
を
知
る
こ
と
が
で
き

空
の
笹
地

で
、
黙
々
と
作
業
を

て
、
良
か
っ
た
。
」
等
の
感
想
が
あ
り
ま

12

行
っ
て
い
ま
し
た
。

し
た
。

▽360°見渡せる「望楼」

▽刈出し前の様子

▽刈出し後の様子

▽学校林の説明を聞く会員の様子▽学校林の看板の前で
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